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抄録

大阪府済生会中津病院年報2号10巻~24巻(1999年~2013年）について ， 本誌の特徴を回顧した。病院

管理者 関係 および院外からの寄稿論文や記事を総覧 すると ， 病診連携(7件）， 個人情報保護( 7件）， 院

内感染対策( 2件）， 人事 制度・人事考課( 2件）， 禁煙への啓蒙および異常死（各 1 件） など， 時代に即

した病院管理に直結 する重要事項が本誌の歩みの一 コマとして 収録されていた。
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はじめに ー 医学雑誌としての中津年報とその特色

大阪府済生会 中津病院年報は 医学 中央雑誌詳細情 報

には1992年10月より発行 ， 発行頻度年 2回刊とあり ，

略誌名：大阪済生会 中津病院年報， 英語誌名：Annals 
of Saiseikai Nakatsu Hospital, Osaka, 別誌名：

中津年報， Ann . Nakatsu Hosp, 分類：医学と明記

されている。 30年の時の経過を経 ても ， な おそのス夕

イルは 連綿と受継がれ 医 学維誌としての役割を担 って

いる。本誌にもいく つかの特徴がみ られるので ， 歴代

編集委員長の編集ポリシ 一 を紐解くとともに病院管理

者の本誌への関わりに注目して ， 10巻~24巻に掲載さ

れた病院管理者が関係 する論文と記事を回顧した。 ま

た ， 同 時期に掲載された論文や記事のなかから ， 国外

症例の報告や院外から 寄稿された解説書 などの掲載も

本誌の特色の一 つとして合 わせて回顧した。

歴代編集委員長の目標と特徴

初刊 に尽力された 四宮先生 （小児科 ） と 平本先生

（形成外科 ） は 学 生 時代 からの旧知の仲で 一流の病院

には 学術雑誌が必要という信念から当 時の辻野博之院

長に申し出 て ， 四宮先生が編集委員長 ， 平本先生が副

編集委員長として 編集委員会を発足させ1990年に初刊

が発行された。 現在でも 受け継がれている 巾津年報の

表紙の色は 当 時のPediatrics に因んだことからその意

気込みの強さが窺われ る (Pediatrics 2019~2020年

のImpact factor: 5.359)。 四宮先生の後を 継いだ 平

受付け：令和3年7月8日

本先生は病院における臨床論文の重要性を更 に実践さ

れ， その編集ポリシ ー は 22巻 2号巻頭言 に感銘深く要

約されている。 平本先生から バト ン を 受 けと った 私

（歯科口腔外科 ） は ， お二人の熱意を 消 すことがない

よう にと病院にと って重要な記録を 掲載 する ためにひ

た すら 編集に取り組んだ。その後四宮先生の息のかかっ
た 大和先生（小児科 ）にバト ンが渡され， そして 現在

の中澤先生（膠原病 内 科 ） へと受け継がれ， データの

デジタル化 に対応しつ つ 学術雑誌としての成長が遂げ

られている（表1 )。

表1 中津年報編集委員長と各巻2号の編集ポリシ ー

担当 編集ポリシ ー

四宮敬介 1 巻 ~8巻 中津病院 の発展のために学術誌が必要

平本道明 9巻 論文 を書く習慣が臨床医には必要、若
い人には 中津年報 は最適

瀧田正亮 10巻 ~24巻 中津病院にとって重要な記録の収録／
書かない秀作より書く駄作＊

大和謙二 25巻 ~27巻 様々な視点からの論文（医学、医療、
福祉、病院経営） 掲載の推進

中澤 隆28巻 ～ フォ ー マットの画ー化と電子化デ ー タ
として公開＊＊

＊当時の中津病院斎藤院 長より編集のためにと恵与され た冊子
抜宰のつづりより引用

**26巻 から近畿病院 図書室協議会共同リポジトリ(KINTORE)
に参加登録し電子デ ー タとして公開
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中津年報と中津病院管理者（編集委員歴および投稿歴）

本誌についての特徴の一 つに編集委員歴をも つ病院

管理者が 少なく なかった ため か病院管理者が 関係した

投稿が 注目される。 中津病院における病院管理者とは
病院管理 会議構成者 ， すな わ ち院長 ， 副院長 ， 薬剤部

長看護部長事務部長であり ， 本誌 編集委員歴をも

つ病院管理者は計9 名（ 初刊 ~24巻）， 病院管理者と

大阪乳児院施設長が 関係した 投稿は就任時期 を問わ ず

集 計すると18名合計36 編 (10巻~24巻）に 逹した。そ

れらの内容は病院管理に関するもの ， 学会や研究会開

催記事 ， 臨床論文 など多岐にわた るが， 病診連携に関

する記事 ， 結核院 内感染， 個人情報 ， 医師の 人事考課

など， 時代に即した論文や記事が掲載されて おり ， 病

院管理 の歩みの一筋の流れを読み取ることができる。

ま た ， 管理者就任以前に 投稿されていた論文や記事に

ついても ， その後の病院管理に 参画する著者の 姿勢が
一 連 の時系の中で既に 示 されていたことは興味深い

（表2)。 中でも東 先生（ 中津 医療福祉センター 医療

安全管理者を歴任） の 抗癌剤毒性に関する論文には ，

抗癌剤に関連した 医療事故防止の 指導力の 根底が内在

している。
国外症例および院外からの寄稿

10巻~24巻 (1999年 ~2013年） では国外症例 1 件と

院外からの寄稿は 13 件を数えた（表3) 。 国外症例は

元本誌 編集委員長の平本先生（形成外科 ） が ベトナム ・

ダナン病院での 手術指導滞在中に現地のスタッフ とと

もに経験された 1 例で同院 スタッフとの 共 同論文であっ

た。院外からの寄稿は主に 招聘講演の 演者からであり ，

参加できなかった職員のために 依頼し， 寄稿いただ け

たことは 編集 担当者として感謝の 念に 堪えなかった。

これらは弁護士や専門 コンサルタントによる個人情報

保護に関するもの ， 医療経済(JI[渕先生の医療事故の

予防を韮調とした 医療経済）， 緩和 医療 （武田先生の

癌疼痛冶療の 基盤作り） など， 童要な解説書として 収

録させていただいた。外部目線から小松先生は 中津病

院の医療安全に必要な要件を ， 瀧 先生は 医療機関の

連携における重要な要 因について 寄稿をいただいた。

井上先生の 講演録は本院PETセンター 開設 3 周年 特

別 講演のものであるが， その2年 後に 急逝•他界され

た。井上先生への 追悼の意を表す趣旨で井上先生と旧

知の 渕端先生の 追悼記事を 掲載させていただいた。

まとめ

歴代 編集委員長の編集ポリシ 一 を提示し巾津年報2

号の学術雑誌としての歩みを振り 返った。 ま た ， 表2

と表3の 文献リストからその内容を集 約すると本誌10

巻~24巻 2 号 (1999年 ~2013年）には病診連携 7 件 ，

個人情報7件， 中津歴療福祉センター 学会記事 関連 7

件 ， 院 内感染対策2件 ， 人事制度・人事考課2件 ， 禁

煙への啓蒙および異常死各 1 件 など， 病院管理に直結

する重要 課題についての論文や記事が収録されて おり ，

本誌の歩みのー コマとして回顧した。
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中津年報2号10巻~24巻

表2 中津病院管理者の投稿論文と記事(10巻~24巻）

著者 タイトル

Toru Yamamoto Incorrect neulological diagnoses in a general hospital: a personal experience 

北野公造 済生会中津病院 のクリティカル ・ パスの現況

末廣 豊＊ 結核接触者検診結果報告

坂東憲司 結核接触者検診結果報告

末廣 豊 第 16回中津医療福祉セン タ ー学会を開催して

桑原 隆 会議報告第 1 回済生会中津病院病診連携勉強会

斎藤洋一 第 17回中津医療福祉セン タ ー学会を開催して

桑原 隆 会議報告第2回済生会中津病院病診連携勉強会

末廣 豊＊ 食物依存性運動誘発アナフィラキシ ー の3例

桑原 隆 会議報告第 3 回済生会中津病院病診連携勉強会·

漁田 潔＊ 内視鏡的粘膜切除後に幽門狭窄を来たした早期胃癌の 1例

西村冶男＊ バセド ー病に甲状腺乳頭癌を合併した 1例

巻数 年

10巻 1999

10巻 1999

12巻200 1

12巻200 1

12巻200 1

12巻200 1

13巻2002

13巻2002

14巻2003

14巻2003

14巻2003

14巻2003

Hirotsugu Ohashi* Slowly progressive metallosis after THA ― A case report with long-term follow up 15巻2004

大橋弘嗣

大橋弘嗣

東 千尋

仙崎英人

大和謙二

仙崎英人

瀧田正亮

根岸孝明

大和謙二

今西裕子

川嶋成之亮

Hirotsugu Ohashi* 

大和謙二

大橋弘嗣

小林克也

大和謙二

北野公造

末廣 豊

坂東憲司

山本 徹

戸田常紀

坂東憲司

大橋弘嗣

日仏整形外科学会(Societe Franco-Japonaise d' Orthopedie, SOF JO) の紹介

ィ タリア学会報告記

抗酸化剤を中心にした抗癌剤毒性緩和について

症例報告と個人情報 保護

小児科、免疫• アレルギ ー セン タ ー の紹介医連携の試み ー 「同舟会」 10年の歩み 一

診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業

中津年報における患者プライバシ ー の保護

私と中津病院麻酔科

2005年同舟会報告

平成 17年度看護部TQM活動

血管内皮機能検杏の新しい展開

15巻2004

15巻2004

15巻2004

15巻2004

15巻2004

16巻2005

16巻2005

16巻2005

16巻2005

16巻2005

17巻2006

Pimping out phenomenon of HA granules: A sign of cup loosmg after rev1s10n THA 17巻2006with impaction grafting using HA granules 

2006年同舟会報告 17巻2006

深部静脈血栓症 ・ 肺血栓塞栓症（工コノミ ー クラス症候群）に対する整形外科の取り組み 18巻2007

アメリカの医療と看護、介護の現状：急性期と慢性期、在宅の連携を中心にして 18巻2007

病院における医師の人事考課試論 18巻2007

第22回中津医療福祉セン タ ー学会を開催して 18巻2007

河合隼雄先生を偲んで 18巻2007

第 100回日本結核病 学会第75回日本呼吸器 学会近畿地方会の会長を勤めて 2 1巻20 10

第27回中津医療福祉セン タ ー学会総括 23巻20 12

禁煙対策について 一 愛煙家の立場も踏まえて 24巻20 13

第28回中津医療福祉セン タ ー学会総括 24巻20 13

「仏日 ・ 日仏整形外科学用語集」を出版して 24巻20 13

＊共著の論文・記事は筆頭著者に限定した。
．済生会中津病院病診連携勉強会会議報告記事は， 15巻 ~25巻までは質疑応答内容を含めて編集委員会で作成 し掲載した。
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著者

Michiaki Hiramo to , 
Do Van Hung , et al 

小宮山展隆

荒木 栄

鈴木達也

井上武宏

小松 彪

済生会中津年報 32巻 2 号 2 0 2 1 

表3 国外症例 お よ び院外か ら の寄稿

タイトル

Kimu ra's d ise ase - A c ase repo rt 

医療における 個人情報 保護

病院における 人事精度改革について

個人情報 保護法 ー医療を取り巻 ＜ 個人情報 取り扱いの課題

がん放射線治療の今日と明 日

麻酔科の応援で気づいた こ と

巻数 年 所属

14巻2003 中津病院

15巻2004 色川法律事務所

16巻2005 日本総合 研究所

18巻2007 クラャニ星堂

19巻2008 大阪大学
放射線治療学

19巻2008 石切正喜病院
麻酔科非常勤

瀧 邦高， 他 三叉神経患者に対する 脳神経外科との病病 連携 何故、 大阪府済生会 大阪大学20巻2009
中津病院 脳神経外科に三叉神経痛患者 を紹介する よ うになったの か 歯科麻酔科

コンプライアンス個人情報 の保護について～私たち は 個人情報に囲ま
れ ています～ ＊ 20巻2009 ニ チ イ学館

コンプライアンス個人情報 の保護について～私たち は 個人情報に囲ま
れ ています～ ＊ 2 1巻20 10 ニ チ イ学館

阪大放射線治療学講座の誕生、 そ して井上武宏教授との出 合 2 1巻20 10 大阪大学 名誉教授

医療経済学 から見たリスクマネ ジメント～求められ る医療の質と効率 東京医科歯科大学医

廣田和 子

廣田和 子

渕端 孟

川渕孝一 22巻20 11化の同時達成 ＊ ＊ 療経済学分野

武田文 和

牧村浩志

福島 繁

が ん緩和 ケ ア基盤作りは 、 WHO 方式 がん疼痛治療法に則った痛み治 埼玉医科大学22巻20 11療の充実 から 客員教授

医療機関における 個人情報 保護研修会 22巻20 11 ソ ー シ ャ ル ブ レ 一 ン

「戦場の 進化と発展J ー 第27回中津 医療福祉センタ ー学会に参加して 一 23巻20 12 ベスト経営研究所

*20巻では 個人情報 保護法など総論的内容， 2 1巻では医療機関における 個人情報 漏洩事例や漏洩防止の取り組みなど各論的内容
＊ ＊第35回中津医療福祉セン タ ー学会特別講演録（ 学会長 ： 鈴木辰美事務部長）

稿 を 終 え る に あ た り ， 編集委員在任中常 に 温か い ご

助言 を く だ さ っ た 斎藤洋一名誉院長， 小林克也前院長，

川 嶋成之亮総長 ・ 院長， と も に 編集作業 を 支 え て く だ

さ っ た 元編集委員長平本道明先生， 元副編集委員長 の

上 田 恵先生， 仙 崎英人先生， 太 田 健介先生 に ， 図書

室吉原理恵 司書 に ， そ し て 懸命 に 編集 に 携わ っ て く だ

さ っ た す べ て の 編集委員 の 方 々 に こ こ ろ か ら 感謝 い た

し ま す。

資 料

・ 医学中央雑誌刊行会 医中誌Web . http s://www.jamas . 

or.jp/service/ichu/ 

・ 中津年報 199 0 . 1 , 1999 ~2013. 10~24 各巻 2 号

• Pediatrics イ ン パ ク ト フ ァ ク タ ー ー ラ ン ク ・ 動 向 ・ 予測

分析

https ://academic- accelerator.com/Impact-Factor-IF /jp 

/Pediatrics 

・ 光原百合 ： 書か な け れ ば始 ま ら な い ． 抜莱 の つ づ り そ の

六十六， 熊平製作所発行， 広島市， 2007, p 41-44 
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A Review of the Annals of Saiseikai Nakatsu Hospital , Osaka: 
Volumes 10-24, Issue 2 (1999-2013) 

Masaaki Taki ta 

Department of Dentistry and Oral Surgery, Saiseikai Nakatsu Hospital, Osaka. 
Former editorial board Annals of Saiseikai Nakatu Hospital , Osaka 

To clarif y t he c haracteristics of t he Annals of Saiseikai Nakatu Hospital , Osaka , t he aut hor re vie wed 

Volumes 10-24, Issue 2 (1999-2013) . On classif yin g contri buted papers and articles fro m t hose en ga ged in 

hospital mana ge ment and out -of -hospital parties , i mportant topics , whic h are directl y connected to hos ­

pital mana ge ment to meet t he needs of t he ti mes , suc h as hospital -clinic colla boration (7) , personal infor ­

mation protection (7) , hospital -ac quired infection control ( 2) ,  personnel s yste ms /personnel e valuation ( 2) ,  

and acti vities to raise a wareness of s mokin g cessation and unnatural deat hs (1 eac h) , were o bser ved as 

factors dri vin g t he pro gress of t his journal . 
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